




未来ビジョンエリアのまちづくりのコンセプト

ひらくと、登戸

多様な人々にまちを「開く」
地域の課題を明るく「啓く」
いまだ見ぬ可能性を「拓く」
新たなるにぎわいへ「展く」



関わり続けたいまちってなんだろう？
登戸・向ヶ丘遊園のまちは、新たな活動の始まりの時期を迎えています。

区画整理事業でまちの風景が大きく変わったことに象徴されるように、まちの姿は常に変わり続けてきました。
変わり続けていくまちでは、まちの未来について考える人が集い、

賑わいづくり、まちの環境美化、まちの魅力の発信など、多くの活動が生まれました。
一方で、神社の行事や町内会のお祭りなど、

昔から続いてきた、多世代の地域のつながりも受け継がれています。

これらの活動に参加する方々は、地域の住民に限定されず、
まちと人、人と人のゆるやかな関わりが広がっています。

この冊子はまちづくりに関わる
この地域らしい、大切にしたい考え方
優先して取り組んでいく活動テーマ

などを記したものです。

今後、「ひらくと、登戸」を合言葉に、
より多くの方たちと思いを共有しながら、

まちに関わる様々な活動の輪を広げていきます
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多摩丘陵の▲
多摩川の■
まちの●

多摩丘陵と多摩川の間に生まれたまちである
登戸のアイデンティティを示すロゴマーク。

これまでの活動で培ってきた登戸らしさを大切に、
自分たちの手でまちを作っていく思いを込めました。

エリアプラットフォームのロゴについて
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2.未来ビジョンエリアのすがた



▼ ▼
1927 登戸駅開業 1988 区画整理事業開始

・津久井道沿いに町が形成されている
・町の周辺には桑畑・果樹園・荒地が多い

・鉄道駅が開業し、駅周辺に建物の立地が増える
・果樹園が多く見られる。桑畑は減少している

・駅周辺に密集した市街地の形成が進む
・市街地の中に畑や果樹園が残る

子供たちの遊び場となっている通り
（多摩区ふるさと写真集）

向ヶ丘遊園駅北の道路狭隘の様子
（川崎市 HP 掲載写真）

小泉橋
（川崎市 HP 掲載写真）

登戸の渡し
（多摩区ふるさと写真集）

・区画整理事業により、新たな道路の整備などが
　進む

津久井道

登戸の渡し

区画整理事業範囲
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歴史と文化 -未来ビジョンエリアの現状-

　未来ビジョンエリアは、多摩川と津久井道が交わり、人や物資が集散する「登戸宿」を中心に、宿場町、
農村、職人のまちの性格を併せ持ちながら発展してきました。登戸の渡しや津久井道、小泉橋などの遺構や
登戸稲荷社などの伝統行事からは、近代以前に遡るまちのルーツを感じられます。

多摩川と津久井道の交わる宿場町として発展したルーツ

　戦後になると、道路等のインフラ整備が不十分なまま急激な宅地・商業地化が進みました。急速なまちの
拡大により、狭い路地に多くの商店が集積し、猥雑ながらも独特なまちの雰囲気が生まれました。一方で、
道路などの都市施設の整備が追い付かず、火災時の延焼リスクが高い、緊急車両の通行が困難などの生活
環境や防災上の課題などが生じました。
　上記の解決を目指して 1988 年から土地区画整理事業が実施され、今もまちの姿は変わり続けています。

戦後の急速な宅地化を経て、 区画整理事業が実施される
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地価の上昇傾向が顕著
基準地価の推移

居住と商業の複合用途が特徴
（居住建物（マンション）、商業建物、両者の併用（低層のみ商業）建物）

登戸２号線の沿道 区役所通りの沿道

居住・商業系が多く、緑地系は少ない
町丁名「登戸」の土地利用

川崎市「川崎市の土地利用と建物現況」
（R2年度）を基に作成

国土交通省「不動産情報ライブラリ」を基に作成
（調査地点 多摩 -1, 同 5-2, 同 -11, 川崎多摩 -9, 同 -26 の６か所の平均

緑地系

住宅・商業系
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居住と商業が中心で、 両者の複合用途が多い

　登戸駅、向ヶ丘遊園駅周辺の地価は、上昇傾向にあります。未来ビジョンエリアは区画整理事業を受けて
古い建物が取り壊され、新しい建物が多いことも賃料が高い要因となっています。特に登戸 2 号線沿いなど
では、商業的なポテンシャルの高い１階であっても空きテナントになっている物件がしばしば見られ、まち
の賑わいを形成する上での課題になっているとの意見があがりました。

地価の上昇傾向が顕著で、 テナント誘致等に課題も

土地と建物 -未来ビジョンエリアの現状-

　未来ビジョンエリアの土地利用として、住宅・商業・空地の面積割合が高く、特に、住宅と商業の複合用
途の建物が多い一方、工業・業務・文教 / 厚生・緑地の面積割合は低い結果となっています。
　住宅や商業テナントが充実して住環境の整備が着実に進む一方で、今後は、オフィスを誘致できるような、
働く環境としてのポテンシャルを高めることがまちづくりにとって重要との意見や、まちの中に人が集まり
留まる場所・コミュニティの拠点となる場所を作っていくことが重要との意見があがりました。



身近な自然環境：多摩川河川敷

身近な自然環境：多摩丘陵

未来ビジョンエリア内での緑を育てる活動

出典：神奈川新聞

ハザードマップ（浸水・土砂災害）色分け標高図
画像出典：国土地理院「地理院地図デジタルサービス」 画像出典：川崎市「ガイドマップかわさき」

未来ビジョンエリア
未来ビジョンエリア
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　未来ビジョンエリア周辺は、多摩川と多摩丘陵の間の平地（氾濫原）に形成されてきました。平坦な地形
により、自転車でも移動しやすい等の利点がある一方、浸水などの災害リスクも抱えている地域です。災害
への備え、地域の防災力を高める人と人のつながりが今後のまちづくりで重要との意見があがりました。

未来ビジョンエリアは、 ほぼ平坦な地形

　未来ビジョンエリアでは、多摩丘陵（生田緑地）や多摩川の豊かな自然環境にアクセスしやすいことが地
域の資源として認識されており、より身近な市街地でも、果樹園・農園・用水路といった、水や緑に関わる
環境が充実しています。未来ビジョンエリアでは、川崎市全体の緑のまちづくりの取組みとも連携しながら、
まちの中のみどりの拠点を充実させる取組みを広げていくことが重要との意見があがりました。

多摩丘陵や多摩川の豊かな自然が身近にある

自然と地理 -未来ビジョンエリアの現状-
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町丁名「登戸」の人口推移

近年では毎年一定程度の
人口増加を続けている

「川崎市町丁別年齢別人口」より作成
（各年度３月末時点）

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16%

0 ～ 4 歳
～ 14 歳
～ 24 歳
～ 34 歳
～ 44 歳
～ 54 歳
～ 64 歳
～ 74 歳
～ 84 歳
～ 94 歳

～ 104 歳 」

川崎市全体     （平均44.2歳）
住所「登戸」     （平均 39.9 歳 )

町丁名「登戸」の年代分布（2025.9時点）

川崎市HP掲載「川崎市の世帯数・人口」を基に作成
（2025 年 9月の調査結果）

川崎市「川崎市の土地利用と建物現況」(R2)
「小地域別人口増減」（p.5）より引用

20代後半～30代の住民が多いことが特徴 特にファミリー層の人口が増加

　2015 年から 2024 年を通して、「登戸」の住民 *は年間 500 人程度の増加を続けています。これからも、
未来ビジョンエリアや周辺で集合住宅などの建設が見込まれるため、人口増加の傾向が続くと考えられます。
新しい人を受け入れながら、昔から住み続けている人も取り残さない、新旧の住民が分断することのない、
開かれたまちづくりを進めていくことが重要との意見があがりました。

エリア全体として、 人口増加傾向が続いている

　2025 年時点の「登戸」の住民 *の年齢分布は、20代後半～ 30代、5歳未満が多く、まちに子育て世代
が増えたと感じるとの意見を裏付けています。子供が安全に過ごせる場や、子育て世代同士・子育て世代と
子育て経験者のつながる場をつくる活動、共働き世帯や転入世帯でも参加しやすいコミュニティを作る活動
など、安心して子育てできる環境づくりが重要との意見があがりました。

*「登戸」の住民　とは、町丁名「登戸」に居住する人のことを指す

若年ファミリー ・ 子育て世代の居住が多い傾向にある

住民の構成 -未来ビジョンエリアの現状-



20

川崎駅・京急川崎駅

武蔵溝ノ口駅・溝の口駅

新百合ヶ丘駅

武蔵小杉駅

鷲沼駅

登戸駅

向ヶ丘遊園駅
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始発
乗車

10.1%

最終
下車

6.6％

乗換え
83.2％

駅名 鉄道会社 平均乗降人数 路線内順位

登戸駅
JR 141,596人/日 5位

小田急 146,926人/日 4位

向ヶ丘遊園 小田急 51,916人/日 18 位

（参考）新百合ヶ丘 小田急 108,661人/日 10 位

（参考）武蔵溝ノ口 JR 145,660人/日 5位

187
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交通利便性がいい

自然豊か

商業施設が充実

雰囲気がいい

不動産サイト アットホーム 掲載記事（2023 年 8 月公開）より作成
https://www.athome.co.jp/town-library/article/122971/

国土交通省国土政策局『国土数値情報』
駅別乗降客数データ（令和 5 年度）より

登戸駅は乗降客数が多いターミナル駅

「登戸は住みやすい」と思う理由 の調査結果（N=295、複数回答）

川崎市『登戸駅西側まちづくり方針』より

端末交通手段として、自転車の利用が多い

川崎市「川崎市地域公共交通計画」（令和 3 年度）より

交通利便性の高さが、居住環境としての評価につながっている

登戸駅は乗換えでの利用が多い

移動と交通 -未来ビジョンエリアの現状-

　未来ビジョンエリアの住民等を対象に実施したアンケートで、地域の魅力として「交通利便性の高さ」を
回答した方が約 9 割に上っています（p.28 参照）。また、不動産情報サイトの調査でも、交通利便性が高い
ことが、「登戸駅周辺は住みやすい」との評価につながっています。

「交通の利便性が高い」 と認識されている

　登戸駅は、平均して 1 日 14 万人以上の方が利用しており、各路線の中でも利用者数が上位の駅になって
います。一方、過去の調査では 約 8 割が乗換え目的での利用となっています。今後のまちづくりを通して、
人々が乗換えのついでに立ち寄りたくなるようにしたいとの意見があがりました。

登戸駅は乗換え駅としての性格が強い

　登戸駅・向ヶ丘遊園駅からの端末交通手段として、自転車の利用割合がほかの地域よりも高いことも特徴
です。自動車と自転車、自転車と歩行者がお互いに安心して利用できる道路空間の整備、交通環境づくりが
大切との意見があがりました。

自転車の利用が多い特徴がある
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地域主体で取組んできたまちづくり活動

登戸稲荷社 秋祭り
地域の鎮守の稲荷社で行われる祭り。
神楽や太鼓が披露される他、各町会に
よって神酒所が設けられ、神輿が登場
する。地域の歴史的なつながりを象徴
する伝統行事。

ハロウィンだよ！登栄会！！
2011 年以降、登栄会商店街振興組合
が主催する恒例行事。商店街を歩行者
天国化し、空き地での仮装やライブ、
屋台など、親子で楽しめるイベントで
商店街・地域を活性化する。

登戸 2 号線
　ミライノバ　ハレの日
　登戸まちなか遊縁地
　道路利活用社会実験（登戸遊園こうしん中）
　こうしんテラス　クリーンアップデイ　
　登戸チャレンジフリマ
　たまなび
　etc…

イツモの空き地
のぼりと園芸部

　おやこひろば
　哲学カフェ
　mini 森展

登戸稲荷社
秋祭り等の

　伝統行事

かつての活動場所
　白いハコ : 住民本屋、多摩区 100 人カイギ
　高架下道路用地：ノボリトリート、住民本屋
　マンション建設地：ミライノバ ハレの日

登戸つくりと公園
管理運営協議会

登栄会商店街（区役所通り）
ハロウィンだよ！登栄会！！

2025 年度からの社会実験で
活用している「管理用地」
　登戸まちなか遊縁地
　オイオイ登戸ボンマルシェ
　かわさき住民ロケット
　etc…
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ミライノバ ハレの日
空き地や道路を活用した賑わい創出イ
ベントで、2023 年は約 1 万人が来場。
エリアプラットフォーム結成以後は、
道路や空き地活用の社会実験として
主催 / 協力を行いながら活動を実践。

ミライノバ イツモの日
川崎市と小田急電鉄の協定により、
キッチンカーの出店を募集し、登戸駅
周辺の空き地や高架下沿道に出店して
もらうことで、駅周辺の店舗が少ない
時期にも賑わいを創出してきた。

のぼりと園芸部
登戸駅近くの「イツモの空き地」で、
花や野菜を育てる地域団体。2022 年
発足後、誰でも参加可能な園芸活動や
関連イベントを通じて、みどりと人、
人と人とのつながりを育んできた。

登戸まちなか遊縁地
登戸まちなか遊縁地は、地域の住民が
自ら企画する賑わい創出イベント。
2016 年に始まり、フリマやマルシェ、
スタンプラリーなどを通じて、登戸の
未来を考え、作る活動を行っている。

ノボリトリート（～ 2024）
登戸駅の高架下空き地（現在は道路）
で 2023-24 年に定期的に開催された。
街と共鳴する非日常空間を創出し、

「いつもの街でハッとする」、即興の
ストリートアートパフォーマンス。

住民本屋
空き地や高架下を活用して住民主体で
開催される本とアートのマルシェ。
ノートリボが主催し、フリーペーパー

「ノートリボ」や哲学カフェと併せて、
地域の記憶と交流を育む場に。

駅前本棚（～ 2025）
向ヶ丘遊園駅前の商業ビル内に設置さ
れた本のシェアスペース。住民や来訪
者が本を持ち寄り、読む・交換するこ
とで交流を促進。園芸部や住民本屋と
連携したイベントも展開。

多摩区 100 人カイギ（～ 2025）
暮らす・働くなど登戸・遊園に関わる
100 人が登壇し、交流するイベント。
地域の魅力を再発見し人のつながりを
生む場となり、様々な活動が生まれる
コミュニティの起点となった。

多摩区 100 人カイギ（～ 2025）
暮らす・働くなど登戸・遊園に関わる
100 人が登壇し、交流するイベント。
地域の魅力を再発見し人のつながりを
生む場となり、様々な活動が生まれる
コミュニティの起点となった。
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コラム：アンケートから見た、まちづくりの視点

未来ビジョンエリアにお住まいの方などを対象にアンケートを実施しました。結果を掲載します。

地域の魅力としての「生活利便性」と「自然環境」
　公共交通の利便性や自然環境の近接性が、全世代を通じて高く評価されている。　
商業活性化とまちの魅力づくりへの期待
　食料品や生活雑貨など日常生活の利便性向上や、公共空間等を活用した魅力的な場づくりに対するニーズが高い。
　特に若年層を中心に、まちのにぎわいやブランド力の向上を求める声が多い。
安心・安全な暮らしへの関心
　防災・防犯、交通安全など、安心して暮らせる環境づくりは、全年代・全属性に共通するまちづくりの基礎的な観点として認識されている。
交流・参加・チャレンジの場づくり
　「誰でも参加できる」「新旧住民の交流」「チャレンジしやすいまち」といったキーワードは、一定の支持が得られている。

自然環境が住居エリアの近くにある
公共交通の利便性が高い

津久井道沿いの宿場町として栄えた歴史
個性ある店が集まる商店街・商業エリア

市民主体で開催されるイベントが多い
その他（自由回答）

公共空間を活用した場づくり
商店街や複数店舗が連携したイベント
多世代が交流する地域行事・伝統行事

対外的な魅力発信や地域内情報共有
回答なし

誰でも参加できる、開かれた取組み
誰でも安心して暮らせる環境づくり

新旧の住民が交流できる場づくり
チャレンジが歓迎される雰囲気

その他（自由記述）

行きたい場、歩きたい街並みが少ない
区画整理により商業の賑わいが減った

住民同士のコミュニティが弱い
多摩川氾濫など、防災・治安面の課題

地域イメージ・ブランド力が弱い
その他（自由回答）

地域の魅力や、好きなところ（複数選択可） 特に関心のある、まちの課題（複数選択可）

まちづくりを進めるうえで、欠かせないと思う要素（複数選択可）最も応援したい取組（一つ選択）
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まちの魅力（強み） まちの課題

自然環境

商業環境

交通・生活圏

歴史・文化

コミュニティ

市民活動

多摩川や生田緑地の豊かな自然環境が近くにある
まちの空き地で緑を育てる活動の実績がある

区画整理事業に伴って開発されたビルなど、飲食を中心と
した個性的なテナント・商業の集積が進んできている

東京都心や川崎市中心部へのアクセスに優れる駅、発達した
バス路線、自転車が利用しやすい地形など、交通利便性の
高さを背景に、住環境が充実してきている

宿場町に由来する歴史を持ち、伝統的な行事や昔ながらの
世代間交流が残っている

区画整理事業によって集合住宅が増加。
人口の流入が進み、特に若い世代が多く活気がある

暫定の空地や道路などの公共的空間を活用したイベントの
実績があり、まちづくり活動の担い手が豊富

まちのなかの身近なみどりや、休憩・交流できる屋外空間
は多くない

区画整理事業に伴って廃業・移転した店舗もある衣料品など、
買回り品の商業機能はあまり充実していない

登戸駅は多くの乗換客が利用するが、乗換のついでにまちに
立ち寄るような需要はあまり呼び込めていない
オフィスの立地など、働く環境としての機能は少ない

まちの風景が変わり、地域の歴史性や個性を感じられる場所、
文化的な拠点がわかりづらい

暫定的な空地の活用など、区画整理事業中だからこそ実現
できている活動も多く、活動を継続する工夫が必要

住民やテナントの流動性が高く、既存の町内会や商店会など
の既存のコミュニティ活動を持続しづらい
人が集まり留まれる場所、コミュニティの拠点は少ない
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未来ビジョンエリアの特徴　まとめ

　市民が主体となって、区画整理事業に伴う暫定的な空き地や道路などの公共的空間を活用したイベントが数多く行われており、
まちの外からも多くの人を呼び込んでいる。
　一方、歴史的な行事を支える地域コミュニティの継承、イベントの継続のための体制づくりが必要などの課題がある。

区画整理事業に伴う建替えや不動産開発が進む中で未来ビジョンエリアの商業環境が大きく変化し、新たに個性的なテナントが
入居するなど魅力ある商業空間が発展してきている。
　一方、まちの魅力が十分に知られていない、日常的にはまちの外から人を十分に呼び込めていないなどの課題がある。

　空き地での園芸活動・沿道の店舗と連携した道路利活用など、まちの魅力的な日常風景を作るとともに、地域のコミュニティを
育てるまちづくり活動が地域に根付いてきている。
　一方、エリア全体では、人が集まり交流できる拠点・みどりの拠点・文化的な拠点が少ない（分かりづらい）課題がある。

エリアの特徴（主な強みと課題）を踏まえた
まちづくりの視点を次のとおりに整理します。

まちの日常風景づくりに関する特徴

まちの賑わいとイベントに関する特徴

まちの魅力と対外イメージに関する特徴













➡ ➡

➡➡



➡ ➡

➡➡



➡ ➡

➡➡







5.まちづくりの推進
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地域主体のまちづくり活動の状況や、再開発事業などのまちの変化に合わせて
未来ビジョンを更新しながら、まちづくりのための議論を継続していきます

未来ビジョン策定期間
-2026.3

未来ビジョン策定後の本格的なまちづくり
2026.3 ～

エリプラ準備会
(2024.4~2025.1)

未来ビジョン
(2026 年版）

未来ビジョン
(2035 年版）

エリアプラットフォーム全体会 /事務局会
(2025.1~)

地域ヒアリング
意見収集

未来ビジョン策定の議論・周知
（NOM・編集分科会）

未来ビジョン改訂の
議論・周知

（NOM・編集分科会）

改訂要否の議論
地域の実情と整合するよう、

未来ビジョンを適宜改訂

先行的なまちづくり活動

まちづくり組織の法人化
エリプラによる活動内容承認

都市再生推進法人
への指定を目指す 都市再生推進法人として活動

まちづくり活動①
（公共的空間活用など）

まちづくり活動②
（適宜スキームを更新）

まちづくり活動の継続
（適宜スキームを更新）

準備期間

エリアプラットフォーム

まちづくり活動

まちづくり組織

社会実験として活動を実践
（登戸アクション 2025） 未来ビジョンに沿った活動⇒未来ビジョンの改定の議論と連携

先行的なまちづくり活動に関わる調整 未来ビジョンに沿った活動の承認
まちづくり活動に関わる全般調整

法人設立
(2025.9)

未来ビジョンとまちづくりのこれから
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メッセージ

この町がもっと面白く、もっと楽しくなる
ように。世代や立場を越えて、いろいろな
人が自由に集い、遊び、笑い合える場所を
切り拓いていきたいと考えています。その
場所が、誰かにとって新しい居場所や楽し
みのきっかけになることを願っています。

aki

まちの風景が変化していっても、この地域
に育ててもらったというあたたかい気持ち
は変わりません。
沢山のつながりに感謝しています。

秋山 恵理子

いろいろな立場の人たちが集まってこの街
のことを考える時間はとても楽しく豊かな
時間でした。
これからもこの時間を重ね、続けていくこ
とが大切だと思います。

安藤 真澄

古くて新しいまち、登戸・向ヶ丘遊園。新
しく生まれるものもずっと変わらないよき
ものも大切に抱きしめながら、これからも
みんなで、まちも人のつながりも進化させ
ていきたいな。

石井 愛

街の皆さんの元気なエネルギーと溢れ出る
アイデアを、未来につなげていきたい！と
感じた貴重な時間でした。みんなでつくっ
ていける街、登戸でまだまだ沢山のトビラ
を、ひらいていきたいです。

おさるちゃん

長い間をかけて、みんなで作り上げた新し
い登戸のこれからに期待します。
住みやすい街、みんなが楽しめる街にでき
るように頑張ります。

川崎 信太郎

未来ビジョンをつくる過程に携わる中で、
登戸遊園の魅力を再発見しました。これか
らチャレンジしたいと思ってくれる人たち
に出会えるよう、いつもオープンマインド
でありたいと思います。

佐々木 暁美

子どもの頃感じた昔の賑わいも、何もない
空き地も、これからのあたりまえを楽しめ
る登戸・向ヶ丘遊園にしたい

スミナツコ

区画整理事業を経て、市民主体のまちづく
りが注目されています。登戸愛が溢れてい
る方々と、これからの「まち育て」を楽し
みたい。この先の登戸へ！皆さんと描く未
来ビジョンに期待してます。

合同会社登戸そだて隊　高山 康司

人と人の間に芽生える関係性から、まちの
未来を育てていきたい。偶然の出会い、小
さな一歩が重なって、まちが動き出す。そ
の瞬間に立ち会えることがとてもワクワク
します。

コミュニティナース　たまちゃん

この街で長く暮らしてこられた先輩方も、
新しく来られた方々も、そしてお子さまた
ちも、みんなが笑顔で過ごせる街にしてい
きたいと思っています。お祭りやイベント、
日々の交流を通して、人と人とのつながり
を大切に育んでいきます。

多摩区飲食組合　畠中裕一

あらゆる人に開かれることは可能なのだろ
うか。きっとあなたはこのビジョンを作っ
ていないだろう。あなたならどんなビジョ
ンを描きたいだろうか。できることなら一
緒に考え上書きをしたい。

ムラケン

未来ビジョンを作って、大切なのはまちに
関わるみなさんが未来についてずっと考え
続けること。一人ひとりが、いきいきと自
分の人生を生きていけるようなまちを目指
して、一緒に考えていきましょう。

about your city
エリプラアドバイザー　小泉 瑛一

なにかやってみると、新しい発見がある。
まちを使って小さな実験を繰り替えすこと
で、思わぬ出会いや発見があり、それが連
鎖していく。それがこうしたプロジェクト
の醍醐味ですね。

明治大学理工学部建築学科 専任講師 
エリプラアドバイザー　連 勇太朗 

メッセージを寄せていただいた皆さんはじめ、本ビジョン
の作成にあたりご協力いただいた全ての方に感謝します。

イラスト：IKCA drawing 
制作協力：日建設計、about your city
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